


公益社団法人日本口腔インプラント学会 関東・甲信越支部 
平成 30 年度 第 2 回代議員会議事録（案） 

 
日時：平成 30 年 7 月 22 日（日） 11：55～12：35 
場所：日本歯科大学生命歯学部 141 講堂 
参加者：91 名（出席者 61 名、委任状提出 30 名、オブザーバー 4 名） 
 
１．開会の辞 塩田 真副支部長より開会の挨拶がなされた。 
２．支部長挨拶 所用により欠席された井汲憲治支部長にかわり塩田 真副支部長より挨拶

がなされた。 
３．議長選出 代居 敬議長ならびに片山幸太郎副議長が選出された。 
４．議事録署名人選出  
議長一任となり、大田義秋先生、関 啓介先生が推薦され承認された。 
５．確認事項 
①指名点呼: 小田 茂総務委員長より、代議員 107 名のうち出席者 61 名、委任状提出者 30
名の合計 61 名の過半数となり代議員会が成立することが報告された。 
②小田 茂総務委員長より、関東・甲信越支部平成 30 年度第 1 回代議員会議事録（資料１）

について確認された。 
 
６．報告事項 
塩田 真専務理事より 
6 月総会から新理事となり宮崎 隆先生が理事長に就任され、塩田 真理事は専務理事とな

り、各種委員会人事も人心一新して新体制となっている旨、学会事務局長が公募されていた

が、7 月の理事会にて本田氏が 8 月 1 日より事務局長となることが報告された。 
 
田中譲治専門歯科衛生士委員長より 
専門歯科衛生士はまだまだ少ないこと、3 症例の報告を行うことで受験でき、更新も学会参

加のみで可能となっていることが報告された。 
 
矢島安朝学術委員長より 
長年携わった教育研修委員会から学術委員会の担当となったこと、学術大会プログラムの

改善、学術大会の演題数、参加者増加促進に取り組むことが報告された。 
 
簗瀬武史認定委員長より 
認定委員長として、堀田試験委員長と協議しながら、認定講習会の開催や広告可能な専門医

を目指していくこと、多くの会員に研修施設に所属してもらうようにしていきたい旨が報



告された。 
 
宮崎 隆理事長より 
渡邉文彦前理事長から引き継ぎ、更なる発展をしていくように努力したいことが説明され、

総務委員長は井汲憲治支部長にお願いした旨、報告された。 
学会の 3 本柱として、①学術大会の開催 ②機関紙の発行 ③認定事業があること、 
① については 50 回大会で 5 千人参加を目指すこと、②は国際雑誌がインパクトファクタ

ーを取得できる段階まできたこと、学会誌との両雑誌の編集を大久保力廣理事にお願い

したこと、③12000 人の歯科医師会員のなかで研修施設には 6000 名しか所属しておら

ず、専門医は 1300 人しかいない状況を改善していきたい旨、広告可能な専門医とする

ため、顎顔面インプラント学会と 1 本化して申請していくこと、発足した専門医協議会

に当会専門医制度を承認してもらうよう進めていくことが報告された。 
 
②第 38 回関東・甲信越支部学術大会 進捗状況 
矢島安朝大会長より、2 月 10 日・11 日に京王プラザホテルにて開催する旨、本間愼也準備

委員長より、大会ホームページを参照して事前登録・演題登録をしてほしい旨、特別講演に

杉本真樹氏・小宮山弥太郎氏の２題を予定している旨が報告された。 
 
③第 9 回支部学術シンポジウム現状報告 
簗瀬武史大会長より、相浦洲吉相談役がはじめられた第 1 回大会の開催趣旨である若手主

催のシンポジウムとなるように準備し、午前中のプログラムが無事終了し、400 名近い参加

者になる旨が報告された。 
 
④第 10 回支部学術シンポジウム進捗状況 
田中譲治大会長より、来年 8 月 4 日に日本歯科大学富士見ホールにて開催することが報告

された。 
 
⑤その他 
塩田 真理事より 
2020 年に予定されている第 50 回大会は 50 周年事業の一環として、2020 年 9 月 19 日～

21 日にパシフィコ横浜ノースにおいて開催されること、8 月 30 日にコンベンションを選定

するための業者選定会議を予定している旨、報告された。 
 
上田一彦代議員より 
第 39 回支部大会は渡邉文彦大会長のもと、京王プラザホテルで開催する予定であることが

報告された。 



 
7．審議事項 
①次期支部役員について：資料 2 を用いて塩田真副支部長より説明がなされ、審議の上承

認された。 
②その他：なし。 
 
8．閉会の辞 奥森直人副支部長より閉会の挨拶がなされた。 






